
　第 3 回エリア懇談会では、第１、２回エリア懇談会で出された意見を元に、ルート案を設定し、
グループに分かれてまち歩きを行い、地域の資源や課題、アイデアについて意見交換を行いました。

日　　時 ： 平成 27年 2月14日（土）9時 30分から12時
場　　所 ： 緑小学校　会議室
出 席 者 ： 緑一丁目町会、立川一・三・四丁目町会、菊川一・二丁目町会、
　　　　　　立川菊川まちづくり研究会　計 14名
事 務 局 ： 墨田区都市計画課、観光課　計 6名

開催概要

両国観光まちづくりグランドデザイン 
第３回Dエリア懇談会ダイジェストDarea

第３回エリア懇談会を開催しました。

歴史文化・ものがたりルート に関する意見

引き継がれる地域の取組
・亀戸天神などの祭りは、各町会で神輿をつくり大変盛り上がる。
・オータムフェスタ、サマーフェスタなど、町会での祭りも活発だ。

ものがたりを生かして地域資源をつなげたい
・ひとつの資源でも、いろいろな顔がある。
・弥勒寺は、鬼平、忠臣蔵、杉山検校と、３つのテーマがある。
・安兵衛討ち入りルートをマップに書き込むなどして、みなさんで楽しめるとよいのではないか。
・千歳の江島杉山神社と立川の弥勒寺は杉山検校ゆかりの場所。つながりをいかしたい。
・勝海舟揺籃の地があったが、今まで気づかなかった。
・長谷川平蔵と遠山金四郎は異なる時期に同じ場所に住んでいた。
・相撲部屋、江戸を中心とした歴史文化、関東大震災、東京大空襲への鎮魂の３つがテーマだと思う。

高札でまち歩きを楽しみたい
・時代設定が難しいが、高札に旧町名を入れてはどうか。
・高札が少ない。鬼平や勝海舟のことを分かりやすく案内してほしい。

相撲の歴史を発信したい
・相撲部屋を発信したい。
・相撲部屋の朝稽古を見ているだけでも十分楽しい。ちゃんこ体験をさせてくれる部屋もある。
・相撲部屋を見学できてよかった。



水辺・鎮魂への想いルート に関する意見

鎮魂への想いを継承する地域の取組
・竪川地蔵尊と夢違之地蔵尊では、毎年 3月10日の大空襲の日に慰霊の行事をしている。
・地蔵などは地域の方が清掃などしてくれている。これからどう引き継いでいくか課題だと思っている。

水辺と鎮魂への想いをいかした取組アイデア
・大震災、大空襲で多くの橋が落ちた。橋の歴史を伝えるまち歩きがあってもよいのではないか。
・船で大横川、竪川を楽しめるとよいのではないか。

まちの顔、まち歩きの拠点づくり
・菊川駅から出たときの第一印象がよくない。駐輪スペースにしない方がよいのではないか。
・安兵衛公園などをまち歩きやイベント時のまちの駅として活用できるとよい。

その他共通

地域の資源とその発信
・ポンコツ通りはかつて部品屋が軒を連ねていたが、どのように発信していったらよいかわからない。
・竪川遊歩道でビエンナーレ（２年に１回のイベント）などができるとよい。海外のアーティストに 
  も活躍してもらえるとよい。

食を発信したい
・日本茶カフェ、スペインバル、休憩スペースを併設したカレー屋など、ユニークなお店が多い。
・お店で買ったものを食べる場所がない。店先のベンチがあるとよい。
・うなぎ、天ぷら、寿司、中華などの老舗も多い。

ものづくり・アート・商店ルート に関する意見

桜スポット
・大横川の菊川橋付近では、桜の時期にライトアップをしている。イルミネーションをつなげたい。
・大横川のスカイツリーと桜のコラボレーションが美しい。秋は紅葉も美しい。
・中和公園、安兵衛公園、とちのき児童遊園、中和公園、菊川公園、大久保稲荷神社周辺

小さな博物館を活用したい
・小さな博物館が土日休みで残念だった。
・指物博物館など小さな博物館を発信していきたい。小さな博物館のまち歩きコースができるとよい。

案内サインなどのまち歩きのしかけづくり
・時の鐘を大切にしたい。音が鳴るなどしかけがあるとよいのではないか。
・案内がわかりにくかったり、案内がない場所もある。
・観光のかたちが変わってくることを見越して、wifi 環境などを整えていった方がよいのではないか。


